
1　町報かわにし 平成２１年５月１５日

K A W A N I S H I   P U B L I C   R E L A T I O N S

川西町ホームページ  http://www.town.kawanishi.yamagata.jp

１１月９日、フレンドリープラザで今年２０回目
となる音楽見本市が開催されました。
玉庭小学校の児童は、「ふたりはともだち」を音
楽と台詞に合わせて歌いながら演じるオペレッタ
に挑戦。（写真上）最後は中高生とアニバーサリー
バンドによる合同演奏を行い、迫力のある演奏で
観客を魅了しました。（写真下）

音楽の素晴らしさ
感じる１日
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　平
成
23
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧
川
西
第
二
中
は
、
置
賜
の
ほ
ぼ

中
心
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
西
町
民
は
も
と
よ
り
置
賜

管
内
か
ら
の
利
用
が
望
め
る
施
設
を
目
指
し
、
平
成
28
年
４
月
か

ら
川
西
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

●
施
設
の
完
成
予
定
平
面
図
（
レ
イ
ア
ウ
ト
図
）

●
施
設
の
概
要

　１
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
な
ど
を
一
般
に
解
放
い
た
し
ま
す
。

２
階
は
故
井
上
ひ
さ
し
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
や
埋
蔵
文
化
財
な
ど
の

保
管
と
と
も
に
展
示
施
設
と
し
て
川
西
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
エ
リ
ア
と

し
ま
す
。
３
階
は
、
簡
易
宿
泊
所
と
し
て
置
賜
管
内
、
地
域
を
問
わ
ず
研

修
等
に
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
危
機
管
理
面
か
ら
、
平
成
23
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
大
災
害
を
想
定
し
避
難
施
設
と
し
て
の

機
能
を
設
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
育
施
設
（
屋
内
運
動
場
、
屋
外
運
動
場
）

は
、
町
民
の
健
康
維
持
、
体
育
振
興
の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
供
用
開
始
に
向
け
名
称
を
募
集
し
ま
す

　新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
体
育
施
設
と
し
て
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

　な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
候
補
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
名
称

選
考
委
員
会
（
仮
称
）
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

■ 

募
集
内
容
　平
成
28
年
４
月
供
用
予
定
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　 

施
設
の
名
称

■ 

募
集
期
間

　平
成
25
年
12
月
２
日
～
12
月
27
日
ま
で

■ 

応
募
方
法

　は
が
き
（
封
書
も
可
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

　
　
　
　
　
　 【
〒
９
９
９

－０
１
２
１

　川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
６
７

　
　
　
　
　
　 

川
西
町
役
場
総
務
課
】 

ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

■ 
必
要
事
項

　① 

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
名
称

　

　
　
　
　
　
　 

② 

名
称
の
理
由
　
　③ 

お
名
前
と
住
所

●
施
設
供
用
ま
で
の
予
定

 

平
成
24
年
度

 

旧
校
舎
屋
根
の
全
面
改
修
及
び
防
雪
対
策

 

平
成
25
年
度

 

体
育
館
屋
根
及
び
内
部
改
修

 

屋
外
運
動
場
東
側
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修

 

平
成
26
年
４
月 

体
育
施
設
（
屋
内
、
屋
外
運
動
場
）
一
部
供
用
開
始

 

平
成
26
年
度

 

旧
校
舎
内
部
及
び
消
防
設
備
改
修

 

平
成
27
年
度

 

旧
校
舎
内
部
改
修

 

平
成
28
年
４
月 

全
面
供
用
開
始

※
平
成
26
年
度
か
ら
の
体
育
施
設
の
利
用
方
法
は
来
年
度
の
町
報

　４
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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　吉
島
小
学
校
は
、
今
年
度
創
立

１
１
６
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
時

代
を
越
え
て
校
歌
に
謳
い
継
が
れ

て
き
た
よ
う
に
、
置
賜
平
野
の

真ま
な
か中

で
実
り
豊
か
に
栄
え
て
き
た

伝
統
あ
る
学
校
で
す
。
今
年
度
の

児
童
数
は
１
２
０
名
。
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
よ

う
な
4
つ
の
「
吉
島
っ
子
」
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

 

　「自
ら
考
え
、
学
び
合
う
子
ど

も
」、
こ
れ
が
私
た
ち
の
め
ざ
す

学
び
の
姿
で
す
。
本
校
に
は
、

1
・
2
時
間
目
、
3
・
4
時
間
目

の
境
が
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
ら
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
互

い
に
関
わ
り
合
う
学
習
活
動
を
仕

組
む
に
は
、
時
に
は
弾
力
的
な
時

間
設
定
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
求

め
る
ゴ
ー
ル
は
、
関
わ
り
合
う
姿

で
は
な
く
深
く
考
え
よ
う
と
す
る

姿
で
す
。
1
ク
ラ
ス
20
名
程
度
の

小
規
模
学
級
の
よ
さ
を
生
か
し
な

が
ら
、「
わ
か
る･

高
ま
り
合
う
」

喜
び
が
実
感
で
き
る
学
習
と
な
る

よ
う
手
づ
く
り
の
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

２ 「
農
」
と
「
い
の
ち
」

　今
年
の
秋
も
、
９
ア
ー
ル
の
学

校
田
に
黄
金
色
の
稲
穂
が
実
り
ま

し
た
。
機
械
化
が
進
み
、
今
で
は

姿
を
消
し
た
手
作
業
で
の
稲
作
で

す
が
、
地
元
Ｊ
Ａ
青
年
部
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
の
手
ほ
ど
き
を

得
て
、
何
と
か
収
穫
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
働
く
こ
と
の
大
変
さ
に
悲

鳴
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
1
本
の
苗

か
ら
数
十
粒
の
米
が
実
っ
た
こ
と

に
驚
き
、
自
ら
の
「
い
の
ち
」
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
の
新
鮮
さ
は
、
土
の

に
お
い
や
粘
っ
こ
い
感
触
を
肌
で

感
じ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
農
を
通
し
て
命
の
つ
な
が
り

を
学
ぶ
本
物
体
験
は
、
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
学
習
で
す
。

３
「
地
域
の
学
校
」
と
し
て

　「地
域
に
支
え
ら
れ
る
学
校
」

が
本
校
の
特
色
で
あ
り
強
み
で

す
。
学
校
と
地
域
が
合
同
で
運
動

会
や
ふ
れ
あ
い
祭
を
開
催
し
た
の

が
12
年
前
。
そ
の
後
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
結
成
や
わ
ん
ぱ

く
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
で
の
活
動

等
、
地
域
を
あ
げ
て
の
学
習
活
動

に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
今
年
も
ま
た
吉
島
地
区

全
体
を
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
学
習
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　4
月
よ
り
言
語
通
級
指
導
教
室

（
こ
と
ば
の
教
室
）
が
開
設
さ
れ
、

現
在
10
名
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
学
ん
で
い
ま
す
。
8
月
に
は
普

通
教
室
が
全
面
改
修
さ
れ
、
面
談

室
や
指
導
室
、
プ
レ
ー
ル
ー
ム
が

完
備
さ
れ
た
落
ち
着
い
て
「
こ
と

ば
」
を
学
ぶ
環
境
に
変
身
し
ま
し

た
。
今
後
高
畠
町
か
ら
の
通
級
も

考
え
ら
れ
、「
言
語
指
導
」
の
中

核
を
担
う
拠
点
校
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

高山小学校児童数
１年生  １９人
２年生  １９人
３年生  １９人
４年生  １３人
５年生  ２２人
６年生  ２８人
 合 計  120 人

こ
ん
な
吉
島
っ
子
に
…
　

○
学
ん
で
磨
く
子
ど
も

○
進
ん
で
働
く
子
ど
も

○
き
た
え
輝
く
子
ど
も

○
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も

経営スローガン
『愛あり、夢語る学校の創造』
経営スローガン
『愛あり、夢語る学校の創造』

１ 

「
関
わ
り
」
合
っ
て

　
　深
く
考
え
る

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
44

－

２
８
２
２

11
月
21
日
㊍
　身
長
体
重
測
定
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

12
月
５
日
㊍
　ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

＊
11
・
12
月
の
町
立
へ
き
地
保
育
所
・
幼
稚
園
施
設
開
放
日

午
前
10
時
～
11
時

11
月
19
日
㊋
、
12
月
４
日
㊌
　玉
庭
へ
き
地
保
育
所

12
月
3
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　
　12
月
11
日
㊌

　北
斗
幼
稚
園

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

  

11
月
18
日
㊊

　問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

＊
き
ら
き
ら
親
子
相
談

  
12
月
６
日
㊎

　問
町
健
康
福
祉
課 

☎
42

－

６
６
４
０

４
「
こ
と
ば
」
指
導
の

　
　拠
点
校
と
し
て



　町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
１
４
２
万
円
で
構
成
比
は
12
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
で
０・
２
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
48
億
４
２
３
５
万
円
で
構
成
比
は

48
・
２
％
を
占
め
、
前
年
度
対
比
で
は
１・
８
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
置
賜
広
域
病

院
組
合
分
を
差
し
引
い
た
本
町
純
粋
分
の
交
付

税
額
は
35
億
４
５
９
５
万
円
で
、
前
年
度
か
ら

１
億
５
６
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
特
定
財

源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
、
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
の
交
付
等
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
で
31
・

１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
県
支
出
金
は
、
緊
急

雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助
金
等
に
よ

り
、
前
年
度
対
比
で
３・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
で
46
・
４
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

平成２４年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１００億５，４７５万円９８億５，７９８万円

歳出総額

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
が

１
０
０
億
５
４
７
５
万
円
、
歳
出
は
98
億
５
７
９

８
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引
額
は
１
億
９
６
７

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

１
億
９
２
８
２
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
23
年
度
決
算
と
の
比
較
で
は
、
歳
入

で
６
億
３
０
７
万
円
の
増
（
６・４
％
の
増
）、
歳

出
で
６
億
２
６
５
２
万
円
の
増
（
６・８
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 142 万円
（12.9％）

民生費
17億 6,011 万円
（17.9％）

教育費
17億 8,141 万円
（18.1％）

公債費
9億 5,411 万円
（9.7％）

総務費
13億 5,175 万円
（13.7％）

土木費
8億 9,931 万円
（9.1％）

農林水産業費
6億 2,901 万円
（6.4％）

消防費
3億 905 万円
（3.1％）

商工費
2億 3,283 万円
（2.3％）

その他
2億 2,833 万円
（2.3％）

衛生費
17億 1,207 万円
（17.4％）

諸収入、繰入金など
7億 3,705 万円
（7.3％）

町債
16億 1,632 万円
（16.1％）

国庫支出金
7億 136 万円
（7.0％）

県支出金
5億 649 万円
（5.0％）

地方譲与税など
3億 4,976 万円
（3.5％）

地方交付税
48億 4,235 万円
（48.2％）

町報かわにし　4平成２5年１１月１５日



◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

※
町
民
一
人
当
た
り
の
額
の
算
出
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
１
万
７
０
２
５
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 ４億 8,353 万円 4億 6,618 万円

　　資本的収入・支出※ 6,920 万円 2億 1,007 万円

国民健康保険事業特別会計 19億 4,034万円 19億 1,942万円

下水道事業特別会計 ５億 9,454 万円 ５億 8,153 万円

農業集落排水事業特別会計 8,510 万円 8,257 万円

介護保険事業特別会計 16億 1,188万円 16億 0,280万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6,715 万円 1億 5,345 万円

　平成 19 年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 24年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 0.00％ 14.36％ 20.00％
連結実質赤字比率 0.00％ 19.36％ 30.00％
実質公債費比率 12.9％ 25.00％ 35.00％
将来負担比率 131.2％ 350.00％

公営企業会計に係る
資金不足比率

平成 24年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

下水道会計 0.00％
20.00％農集排会計 0.00％

水道会計 0.00％
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　７９，３９８円● 町民１人あたり　５２，８２３円

● 町民１人あたり　　３６，９４６円

● 町民１人あたり１０４，６３５円

● 町民１人あたり　　５６，０４２円

● 町民１人あたり　　１０３，３８４円

● 町民１人あたり　　８９，７５９円

● 町民１人あたり　　５０，１２８円

平成２４年度に実施した主な事業は下のとおりです。

※資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、消費税資本
的収支調整額 317 万円及び過年度分損益勘定留保資金 1億
3,770 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
8,729 万円

合併処理浄化槽設置整備事業
1,506 万円

健康診査・各種健診事業
1,153 万円

健康元気づくり事業
306万円

冬期交通確保のための除雪事業
2億 5,726 万円

北郷八ツ口線道路改良事業
2,999 万円

住宅建設支援事業
2,185 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
2,122 万円

都市計画マスタープラン策定事業
1,019 万円

子供のための手当て支給事業
2億 4,636 万円

子育て支援医療事業
5,278 万円

障害者地域生活支援事業
758万円

こころの健康づくり事業
273万円

戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業
1億 3,784 万円

農地・水・農村環境保全向上対策事業
4,410 万円

町有牛貸付管理事業
4,211 万円

地材地住奨励助成事業
216万円

小学校施設耐震化事業（小松小学校）
6億　858万円

総合運動公園整備事業（人工芝ホッケー場）
2億 7,218 万円

フレンドリープラザ施設整備事業
5,205 万円

川西のまつり推進事業
401万円

旧第二中施設整備事業
4,618 万円

協働のまちづくり推進事業
1,207 万円

防災施設整備事業
1,126 万円

東日本大震災災害支援事業
286万円

青年海外研修事業
183万円

若者未来塾交付金事業
100万円
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　寒
河
江
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
４
月
か

ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
、
41
年
の
長
き

に
わ
た
り
川
西
町
消
防
団
員
と
し
て
幅

広
い
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
平
成
16
年
４
月
か
ら
は
、
川
西

町
消
防
団
長
と
し
て
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民
の

交
流
を
含
め
た
地
域
防
災
力
の
強
化
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消
防
団

員
の
指
導
は
も
と
よ
り
消
防
力
の
充
実

に
努
め
ら
れ
、
消
防
団
活
性
化
対
策
や

消
防
施
設
の
整
備
、
装
備
の
近
代
化
を

通
し
て
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
づ
く

り
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
山
形
県
消
防
協
会
に
お
い
て

は
、
平
成
21
年
か
ら
４
年
間
、
山
形
県

消
防
協
会
東
南
置
賜
支
部
長
の
要
職
に

就
か
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
か
ら

２
年
間
は
山
形
県
消
防
協
会
副
会
長
と

し
て
協
会
の
円
滑
な
運
営
と
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
消
防
団
活
動
に
情
熱
を
注
が

れ
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

活
動
を
積
極
的
に
実
践
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
安
全
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　遠
藤
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４
月
に

社
会
福
祉
法
人
川
西
福
祉
会
に
入
職

さ
れ
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
23
年

間
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
３
年
７
月
に
開
所
し

た
川
西
福
祉
会
が
運
営
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
そ
よ
風
の
森
」
に

は
準
備
段
階
か
ら
携
わ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
平
成
４
年
４
月
か
ら
21
年
間
、

荘
長
と
し
て
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

施
設
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
介
護
保
健
制
度
施
行
後
は

本
町
の
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委

員
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

委
員
及
び
介
護
認
定
審
査
委
員
と
し

て
、
本
町
介
護
保
険
事
業
に
参
画
さ

れ
、
当
該
事
業
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　平
成
23
年
４
月
か
ら
２
年
間
は
山

形
県
老
人
福
祉
施
設
協
会
長
を
務
め

ら
れ
、
県
及
び
本
町
の
高
齢
者
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
大
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　11
月
３
日
、
町
議
場
で
平
成
25
年
度
町
民
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
町
で

は
昭
和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条
例
」
を
制
定
、
昭
和
56
年
に
「
川
西
町
長

堀
堰
農
業
振
興
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
町
政
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
の

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　新
澤
さ
ん
は
、
平
成
３
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
川
西

町
肝
機
能
検
診
事
業
に
お
い
て
、
本

町
の
課
題
で
あ
っ
た
Ｃ
型
肝
炎
感
染

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

感
染
者
に
対
す
る
検
診
の
実
施
に
よ

る
肝
が
ん
な
ど
の
肝
疾
患
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
推
進
さ
れ
、
地
域

の
Ｃ
型
肝
炎
対
策
の
進
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労

新
しんざわはるひで

澤 陽 英さん
（66歳 山形市青田）

　ま
た
、
町
民
を
対
象
と
し
た
講
演

会
等
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
蒙
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
町
内
医
師
と
の
連
携

の
中
で
、
肝
疾
患
、
特
に
、
Ｃ
型
肝

炎
に
対
す
る
疾
病
理
解
の
促
進
及
び

最
新
治
療
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
町
民
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
14
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
８

月
ま
で
、
公
立
置
賜
総
合
病
院
川
西

診
療
所
で
外
来
診
療
に
携
わ
ら
れ
、

住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
ら
れ
る
と

と
も
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24

年
度
ま
で
は
、
公
立
置
賜
総
合
病
院

長
と
し
て
、
町
民
の
健
康
の
維
持
増

進
は
も
と
よ
り
、
公
立
置
賜
総
合
病

院
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
大

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

社
会
安
全
功
労

寒
さ が え て る ふ み

河江輝文さん
（62 歳 洲島）

　齋
藤
さ
ん
は
、
山
形
県
農
業
士
制

度
が
昭
和
52
年
に
発
足
す
る
と
同
時

に
青
年
農
業
士
の
認
定
を
受
け
、
以

来
、
本
町
農
業
の
基
幹
と
な
る
水
稲

及
び
和
牛
繁
殖
の
複
合
経
営
を
模
範

的
か
つ
積
極
的
に
実
践
し
、
安
定
的

な
農
業
経
営
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　特
に
、
和
牛
繁
殖
で
は
、
当
時
と

し
て
は
画
期
的
な
里
山
放
牧
に
取
り

組
ま
れ
、「
米
沢
牛
」
の
素
牛
供
給

産
地
の
基
盤
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

肥
育
農
家
の
負
託
に
応
え
る
計
画
交

配
等
の
生
産
向
上
対
策
に
尽
力
さ
れ
、

本
町
の
畜
産
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
４
年
間
、

山
形
お
き
た
ま
和
牛
改
良
組
合
長
並

び
に
川
西
和
牛
振
興
会
長
を
歴
任
し
、

農
業
経
営
の
指
導
者
と
し
て
本
町
農

業
全
般
に
わ
た
り
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

長
堀
堰
農
業
賞

齋
さいとうふみあき

藤 文 明さん
（61 歳 大舟）

川
西
町
長
堀
堰

農
業
振
興
基
金
条
例
表
彰

社
会
福
祉
功
労

遠
えんどうよしはる

藤 良 春さん
（63 歳 東大塚）

平
成
25
年
度

川
西
町
民
表
彰
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　10
月
19
、
26
日
の
２
日
間
、
玉
庭
朴
沢
地
区
の
そ
ば
処

滝
や
を
会
場
に
つ
る
し
び
な
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　つ
る
し
び
な
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
よ
り
長
女
の
初
節

句
に
無
病
息
災・良
縁
を
祈
願
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。

現
代
で
は
、桃
（
長
寿
）、猿
っ
子
（
魔
除
け
）、三
角
（
薬

袋
香
袋
）
を
基
本
と
し
て
50
種
類
の
細
工
が
あ
り
ま
す
。

　講
師
に
神
尾
緑
氏
と
遠
藤
和
子
氏
を
迎
え
、
参
加
者
一

人
一
人
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
う
さ
ぎ
や
ひ
ょ
う

た
ん
型
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
５
つ
作
り
、
最
後
は
紐
で
繋

い
で
一
本
飾
り
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
モ
チ
ー

フ
で
も
表
情
や
形
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
手
作
り
の

良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
時

間
の
経
過
を
忘
れ
て
没
頭
す
る
ひ
と
と
き
も
新
鮮
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　玉
庭
地
区
で
は
、
３
月
下
旬
に

「
玉
庭
雛
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

各
会
場
に
は
古
近
雛
や
享
保
雛
と

並
ん
で
つ
る
し
び
な
も
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
場
ご
と
に
違
う
個
性

豊
か
な
モ
チ
ー
フ
を
見
て
回
る
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

▲およそ１～２時間で１つのモチーフ
ができあがるたび愛しさが増していく。

　10
月
19
日
、
下
小
松
古
墳
群
を
会
場
に
、
森
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
白
壁
洋
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
古
墳
群
で
見
ら

れ
る
山
野
草
に
つ
い
て
の
研
修
と
、
小
国
町
の
金か

な
め目
マ
タ
ギ

で
あ
る
草
刈
広
一
氏
と
金
野
伸
氏
を
講
師
に
伝
統
的
な
ク
マ

猟
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
研
修
会
は
、
文
科
省
補
助
事
業
及
び
、
や
ま
が
た
緑

環
境
税
を
活
用
し
た
「
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る
会
（
藤
田
宥
宣
会

長
）
と
町
が
企
画
実
施
し
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
33
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　現
地
を
歩
き
な
が
ら
の
自
生
植
物
の
説
明
は
大
好
評
。
参

加
者
た
ち
は
次
々
と
「
こ
の
植
物
は
何
で
す
か
」
と
質
問
し

て
い
た
ほ
か
、
ク
マ
猟
に
関
す
る
研
修
で
も
、
マ
タ
ギ
文
化

や
ク
マ
の
生
態
に
関
す

る
質
問
が
相
次
ぐ
な
ど
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

１ ０／1 9

下
小
松
古
墳
群
で
山
野
草
と
ク
マ

の
生
態
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

▲古墳群で見
られる山野草
についての研
修

伝統的なクマ▶
猟についての
研修

　本
大
学
は
生
涯
学
習
の

一
環
と
し
て
、
年
２
回
の

中
央
学
部
と
各
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
が
行
う
地
区
学

部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　10
月
18
日
は
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
２
回
目

と
な
る
全
体
学
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　講
師
に
大
阪
出
身
の
振

付
師
、
登
内
千
恵
氏
を
迎

え
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
関

西
弁
で
面
白
く
楽
し
い
学

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　登
内
氏
は
、
運
動
機
能
の
低
下
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
機
能
性
障
害
）
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日

常
的
な
運
動
を
無
理
な
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
話

し
、
日
常
生
活
で
す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
体
操
を

受
講
生
全
員
で
実
践
し
ま
し
た
。

　講
話
の
中
で
、一
回
笑
っ
た
ら
一
つ
若
返
る「
一
笑
一
若
」、

一
回
怒
っ
た
ら
一
つ
老
け
る
「
一
怒
一
老
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
的
で
、
健
康
体
操
を
実
践
し
な
が
ら
会
場
は
若
返
り
の

笑
顔
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

１ ０／1 ８

笑
っ
て
楽
し
く
健
康
体
操！

～
川
西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
第
２
回
中
央
学
部
学
習
会
～▲登内千恵氏

一
針
一
針
思
い
を
込
め
て

～
つ
る
し
び
な
づ
く
り
～

１ ０／１ ９
１ ０／２６

▲“笑顔”で体操を実践する受講生
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し
っ
か
り 

お
い
し
く 

楽
し
く
食
べ
て 

健
康
づ
く
り

～
食
育
推
進
標
語
入
賞
作
品
の
紹
介
～

【
テ
ー
マ
１
　食
卓
の
団
ら
ん
、
楽
し
い
食
事 

～
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
こ
と
、
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
な
ど
～
】

＊
優
秀
賞

　『家
ご
飯

　み
ん
な
の
え
が
お
が

　か
く
し
あ
じ
』

＊
優
良
賞

　『い
た
だ
き
ま
す

　み
ん
な
で
食
べ
る
と

　お
い
し
い
ね
』

【
テ
ー
マ
２
　食
生
活
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
～
規
則
正
し
い
食
習
慣
・
食
生
活
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
の
必
要
性
な
ど
～
】

＊
優
秀
賞
　『食
卓
に
　赤
黄
緑
の
　花
が
咲
く
』

＊
優
良
賞
　『い
ろ
ど
り
を
　味
で
も
楽
し
む
　大
地
の
め
ぐ
み
』

【
テ
ー
マ
３

　食
を
大
切
に
す
る
気
持
ち 

～
食
事
の
際
の
あ
い
さ
つ
・
マ
ナ
ー
、
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
生
産
者
へ
の
気
持
ち
な
ど
～
】

＊
優
秀
賞
　『食
べ
物
と
　作
っ
た
人
に
　あ
り
が
と
う
』

＊
優
良
賞
　『こ
め
ら
れ
た
　作
っ
た
人
の
　お
も
い
や
り
』

　「食
育
」
は
、
一
人
一
人
が
健
全
な
食
生
活
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
子
供
た

ち
は
生
涯
づ
く
り
と
し
て
、
大
人
は
健
康
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　町
内
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
3
つ
の
テ
ー
マ
で
食
育
推
進
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
２
７
名
３
９
８
作
品
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
ご
と
の
優
秀
賞
、優
良
賞
は
次
の
作
品
で
す
。
な
お
、12
月
７
日
の
食
育
講
演
会
で
表
彰
を
行
い
ま
す
。

淀
野
創そ

ら来
さ
ん
（
高
山
小
６
年
）

今
野
梨り

か花
さ
ん
（
犬
川
小
４
年
）

平
間
令れ
い
な那
さ
ん
（
中
郡
小
６
年
）

渡
邊
涼り
ょ
う
が雅
さ
ん
（
犬
川
小
４
年
）

大
武
夏か
り
ん鈴
さ
ん
（
小
松
小
６
年
）

後
藤
遥は
る
き希
さ
ん
（
中
郡
小
６
年
）

　10
月
18
日
、
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
や
ま
が
た
公
益
大

賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
賞
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
様
々
な
公
益
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、本
町
か
ら「
え

き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　駅
前
を
活
用
し
た
朝
市
「
駅
前
マ
ル
シ
ェ
」
や
駅
舎
内
で

の
「
和

な
ご
み
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
の
開
催
な
ど
、
羽
前
小
松
駅
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

え
き･

ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
が

「
や
ま
が
た
公
益
大
賞
」
受
賞

▲１０月３０日に受賞報告のため町長を訪問した渡部順一理事長と江本一男副理事長

１ ０／１ ８

１ １／７  

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　11
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
と
Ｊ
Ａ

共
済
連
山
形
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
贈
は
昭
和
48
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
、
通
算
し
て
２
６
０
基
と
な

り
ま
す
。

　町
で
は
、こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
活
用
し
、

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲ JA山形おきたま小川浩美代表理事より贈られた

お詫びと訂正
　町報１０月号２ページ「まちのニュー
ス」の国体出場選手２名の氏名が誤っ
て記載されました。正しくは次のとお
りです。お詫びして訂正いたします。
【ソフトボール成年男子】

誤 　小倉 孝典さん　　原田 恭平さん
㊣　小倉 孝幸さん　　原田 恭兵さん

町報かわにし　8平成２５年１１月１５日



町 街 まちのニュース

平
成
25
年
度 

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

● 小 学 生 の 部
特選　６名
学校名・学年 氏　名
吉島小１年 市川　紗江
中郡小２年 後藤　萌衣
玉庭小３年 石栗　　優
中郡小４年 髙橋　晴翔
吉島小５年 小形　佳史
犬川小６年 青木あいみ

入選　９名
中郡小１年 池田あおい
高山小２年 安孫子　蓮
東沢小３年 冨樫　千紘
玉庭小４年 石栗　　翼
玉庭小４年 小野　颯大
小松小５年 平間皓史郎
小松小５年 速水　修吾
中郡小６年 鈴木　真也
吉島小６年 髙橋菜々花

　置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
で
は
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
ち
な
み
、
町
内
の
小
中
学

生
を
対
象
に
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
小
学
生
の
部
が
１
３

１
作
品
、
中
学
生
の
部
が
33
作
品
で
す
。
入
賞
さ

れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　な
お
、
下
記
の
場
所
、
期
間
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佳作　１０名
犬川小１年 平田　愛唯
小松小２年 伊藤　　葵
中郡小３年 髙橋菜那佳
中郡小 4年 戸田　翔子
東沢小４年 中村　優花
小松小５年 山田　賢毅
中郡小５年 遠藤　優奈
小松小６年 田中　涼介
吉島小６年 島津　裕太
吉島小６年 島貫　友結

● 中 学 生 の 部
特選　２名
学校名・学年 氏　名
川西中２年 平間　朱莉
川西中３年 小形　祥史

入選　２名
川西中２年 舩山　知世
川西中３年 伊藤　　萌

佳作　２名
川西中２年 小沼琉衣斗
川西中３年 保科　稔実

　私
た
ち
川
西
町
国
際
交
流
協

会
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
交
流

事
業
と
し
て
９
月
11
日
か
ら
９

月
17
日
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ

バ
州
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

サ
バ
州
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
に
位

置
し
、
世
界
遺
産
の
キ
ナ
バ
ル

自
然
公
園
な
ど
が
あ
る
自
然
豊

か
な
都
市
で
す
。

　現
地
の
小
学
校
や
中
学
高
等

学
校
へ
の
訪
問
、
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
着
付
け
と
お
茶
の
体
験
、
川

西
町
の
地
酒
と
ク
リ
ス
タ
ル
ダ

リ
ア
の
贈
呈
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
地
の

方
々
は
、
み
な
明
る
く
、
親
切

で
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、

国
籍
や
文
化
、
言
語
が
違
っ
て

も
、「
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持

ち
」、「
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
」
が
あ
れ
ば
、
人

は
皆
通
じ
合
え
る
と
い
う
日
頃

忘
れ
が
ち
な
大
切
な
こ
と
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マレーシア国際交流報告会
■ 日時　１２月８日㈰ 午後１時３０分～
■ 場所　生きがい交流舘　入場無料
問川西町国際交流協会代表 リチャード・チン・キムファ
 ☎０８０－５５５９－１６３３

平
成
25
年
９
月
11
日
～
９
月
17
日

川
西
町
国
際
交
流
協
会

マ
レ
ー
シ
ア
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　 

を
開
催
し
ま
し
た

▲コタキナバルの小学校で大塚小学校の１日の生活を
紹介した。中国系、マレー系、インド系など様々な人
種の垣根を越えて一緒に生活している。

▲中学高等学校では、折り
紙や花笠音頭の紹介を行っ
た。マレーシアでは、中高
一貫教育が行われている。

▲現地のＮＧＯの方々に振袖と浴衣の着付けとお茶の
紹介と体験をいただいた。

▲昨年川西町に訪問したときに命名したダリア「風下の
郷」をクリスタルダリアにして友好の印として贈呈した。

事 業
報 告

●
展
示
場
所
・
期
間

＊
川
西
町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　11
月
11
日
㈪
～
11
月
21
日
㈭

＊
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　11
月
23
日
㈯
～
12
月
７
日
㈯

9　町報かわにし 平成２５年１１月１５日



①
平
成
25
年
度
川
西
町
地
域
一
斉
除
排
雪
等
推
進
事
業

②
川
西
町
除
雪
ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業

　自力による除雪が困難な世帯等に対してボラ
ンティアによる除雪作業や、自治会等で集落内
にたまった雪の排雪作業等を行った場合に町か
ら一定の補助金を交付します。
■ 対象団体
団体規模は問いません。
①ボランティア団体：町民が主となり組織し共
　同活動を行う団体
②コミュニティ団体：町内の地縁による団体
　（地区協議会、大字単位の組織、単数又は複
　数の自治組織等）
③その他町長が特に認める団体　　　　
■ 対象事業
上記の対象団体が、町内一円で下記の対象事業
を行った場合を対象とします。但し、ボランテ
ィア除雪については、親戚の方への除雪作業は
対象となりません。
①ボランティア除雪：自力による除雪が困難な
　世帯等に対して自主的に対象世帯の雪下ろし
　作業を行った場合
②地域一斉排雪：集落内にたまった雪や集落内
　で定めた雪押し場の雪を排雪した場合
■ 事業内容及び支援対象
団体の方針による除雪や排雪作業であることが
必要です。なお、複数の団体が同一受益者を対
象としないように注意してください。

■ 実施団体の登録
団体の代表者は、対象事業を実施する前に町に
実施団体登録申請書と会員名簿を提出してくだ
さい。
■ 補助金申請
登録団体の代表者は、事業計画書と収支予算書
を添付して、町に補助金の交付申請書を提出し
てください。
■ 実績報告
事業終了後は、速やかに事業実績書と収支精算
書に写真を添付して提出してください。
■ 補助金額
受益者又は実際に事業に参加した戸数の区分に
より補助金を交付します。
なお、補助金の交付は、１箇所につき１回のみ
の交付となります。

【受益者又は実参加者】 
＊２０戸以上            　　５０, ０００円
＊１０戸以上２０戸未満   ３０, ０００円
＊５戸以上１０戸未満　　２０, ０００円
＊１戸以上５戸未満　　　１０, ０００円
※実施団体の登録申請書や補助金の交付申請書
　と実績報告書等は、まちづくり課及び各地区
　交流センターに準備しています。また町ホー
　ムページからもダウンロードできます。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
除
雪･

排
雪
作
業
を
支
援
し
ま
す

① の申請先　>>>　問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

■ 補助対象事業
補助の対象となる事業は、自治会が生活道路の
確保のために自治会住民に委託する機械除雪作
業とし、次の各号に定める要件のすべてを満た
すものとします。

（１）自治会が住民に対して依頼したものであ
　　 ること。

（２）除雪作業を行う路線で、次のいずれかに
　　 該当すること。
　　①除雪指定路線以外の町道
　　　（法定外町道は含まない。）
　　②法定外町道及び車両通行可能な生活道路
　　　の延長が概ね３０メートル以上であり、
　　　道路幅員が概ね２. ５メートル以上であ
　　　り、沿線に概ね３戸以上の住居を有し、
　　　国道、県道、町道の除雪路線に接していること。
　　③その他、町長が特に必要と認めた路線

（３）除雪作業を行う際の積雪深は１０センチ
　　 メートル以上であること。

■ 補助対象者
補助の対象となる者は、町内の自治会とします。
■ 補助対象経費及び補助金の額
補助の対象となる経費は、機械除雪作業の委託
料とします。作業委託料は時間当たりの除雪単
価に実稼働時間（時間は、１０分単位とします。）
を乗じた額とし、出動の準備時間及び待機時間
は対象としないものとします。但し、補助金の
上限額は以下のとおりとします。
＊除雪延長距離が１００メートル未満の場合：３万円
＊除雪延長距離が１００メートル以上２００メ
　ートル未満の場合：５万円。
＊除雪延長距離が２００メートル以上の場合：１０万円
■ 補助対象期間
平成２６年１月１日から平成２６年３月１５日
までに実施する作業
■ 申込方法
１２月１６日まで申請書を町地域整備課に提出
ください。

② の申請先　>>>　問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

町報かわにし　10平成２５年１１月１５日



こころの健康づくり講演会
開催事業補助金を交付します
～町内の事業所や各種団体が行う自殺予防に
関連する講演会に対して助成を行います～

　近年の年間自殺者数は３万人前後で推移し、大き
な社会問題となりました。川西町においても例外で
はなく、継続した自殺予防対策が必要となっていま
す。事業所や地域の取り組みとして、ぜひご活用く
ださい。
■ 補助対象　町内の事業所や各種団体等が行う自
　　　　　　  殺予防に関連する講演会、研修会等
　　　　　　  （概ね２０名以上の参加人数が見込めること）
■ 補助金の額　１団体あたり：上限５０，０００円
■ 対象経費　講演会等の開催に必要な報償費、
　　　　　　 旅費、需用費、役務費、委託料、
　　　　　　 使用料及び賃借料
■ 事業実施期間　平成２６年３月３１日まで
　　　　　　 （年度末までに事業を完了すること）
■ 申込方法等　交付申請書を平成２５年１２月１６日
　　　　　　 まで町健康福祉課へ提出ください。
※様式等、詳細についてはお手数ですが下記までお
　問い合わせください。

問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

宝くじ助成金で
コミュニティ活動を支援！
　本年度、宝くじの
助成を受け玉庭地区
自治会長会が太鼓等
の備品整備を行いま
した。
　この助成金は、㈶
自治総合センターの
社会貢献広報事業として、市町村やコミュニティ組
織（自治会、町内会等）が行う活動を支援し、地域
社会の健全な発展と社会福祉の向上を目的としたも
ので、今回は一般コミュニティ助成事業１件が助成
を受けました。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

　町では、依然厳しい町内経済の活性化を図るた
め、町商工会が実施する「プレミアム付き商品券
発行事業」への支援を引き続き実施します。
　今回は、「がんばる川西町・プレミアム商品券」
３，０００セットを販売しますので、ぜひご活用
いただき、町内の景気浮揚にご協力ください。

プレミアム付き商品券販売内容
■ 販売方法　１枚１, ０００円のプレミアム付き商品券
　　　　　　 を１１枚（１１, ０００円分）を１セット
　　　　　　 にし、１セット１０, ０００円で販売。
　　　　　　 ３, ０００セット限定。
　　　　　　 ※世帯最高５万円まで購入可能
■ 販 売 日　 平成２５年１２月１３日㈮～
■ 使用期限　平成２５年１２月１３日㈮～
　　　　　　 平成２６年３月１５日㈯
■ 販売場所　川西町商工会館・肉の齋藤・十印・銘菓
　　　　　　 の錦屋・吉田魚店・わたや商店・喜楽・

ぷちショップさがえ・寒河江魚店・マル
ハヤシかんの・八幡屋商店・カーフレン
ドフナヤマ・嵐田商店（金ちゃんラーメ
ン）・喜久屋商店・佐藤酒店

■ そ の 他　 商品券にはお楽しみ特典を用意しています。
　　　　　　※詳しくは下記までお問い合わせください。
問川西町商工会 ☎４６－２０２０

　　　　 プレミアム商品券とは？

　購入金額以上の買い物ができる
とてもお得な商品券です。例えば、
１万円で１万１,０００円の買い物ができます。

　　　　　　それはお得だわ！
　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 

　　　　　　それはお得だわ！　　　　　　それはお得だわ！　　　　　　それはお得だわ！　　　　　　それはお得だわ！　　　　　　それはお得だわ！
　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！　　　　　　川西町の商店街へ行かなくちゃ！

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！
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ね
ん
き
ん
月
間

 

国
民
全
員
が
加
入
し
ま
す

　日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料

は
、
現
在
の
受
給
者
の
年
金
に
あ

て
ら
れ
、
将
来
は
現
役
世
代
の
保

険
料
に
支
え
ら
れ
て「
基
礎
年
金
」

と
い
う
共
通
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
し
く
み
で
す
。
国
民
年
金
の
加

入
者
の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と

い
い
、
職
業
や
保
険
料
の
納
め
る

方
法
に
よ
り
左
記
の
３
つ
の
種
別

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
左
記
図
）

 

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

 

納
め
ま
し
ょ
う

　未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
人
な
ど
の
た
め

に
、
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
前
納
や
口
座
振
替
の
早

割
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
が
割
引

に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
得
す
る
！
国
民
年
金

■
社
会
保
険
料
控
除

　納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
申

告
す
れ
ば
、
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、
所
得
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
前
納
制
度

　そ
の
年
度
の
１
年
分
、
６
か
月
分
ま
た
は
一
定
期
間
の
保
険
料
を
前
納

（
前
払
い
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
割
引
さ
れ
ま
す
。

（
た
と
え
ば
平
成
25
年
度
の
場
合
は
…
）

・
口
座
振
替
で
の
１
年
前
納
　
　
　
　 

→
３
７
８
０
円
割
引

・
納
付
書
（
現
金
）
で
の
１
年
前
納
　 

→
３
２
０
０
円
割
引

・
口
座
振
替
で
の
６
か
月
前
納
　
　
　 

→
２
０
６
０
円
割
引
（
２
期
分
）

・
納
付
書
（
現
金
）
で
の
６
か
月
前
納 

→
１
４
６
０
円
割
引
（
２
期
分
）

※
納
付
の
方
法
や
申
込
期
限
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
早
割
制
度

　月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の
早
割
（
当
月
末
日
振
替
）
に
す
る
と
、

１
か
月
あ
た
り
50
円
割
引
と
な
り
、
年
間
で
６
０
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

■
後
納
制
度

　後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が
増
え
た
り
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
で
は
、後
納
制
度
の
利
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る
方
に「
お

知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

第３号被保険者
２０歳以上６０歳未満で第
２号被保険者に扶養されて
いる配偶者

自分で納める必要はありません。

第２号被保険者
厚生年金・共済組合に加入し
ている会社員や公務員など

自分で納める必要はありません。

第１号被保険者
２０歳以上 60歳未満で自営
業、農林業、学生の人など

自分で保険料を納めます。
平成２５年度保険料（月額）

１５，０４０円

 

節
目
に
は
届
出
を

【
20
歳
に
な
っ
た
と
き
】

届
出
に
必
要
な
も
の
：
認
印
、
学

生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場
合
は

学
生
証
な
ど

【
就
職
し
た
と
き
】

届
出
に
必
要
な
も
の
：
認
印
、
会

社
等
か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険

証
、
町
の
国
民
健
康
保
険
証
な
ど

【
退
職
し
た
と
き
】

届
出
に
必
要
な
も
の
：
認
印
、
年

金
手
帳
、
厚
生
年
金
等
の
資
格
喪

失
証
明
書
な
ど

【
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
】

※
配
偶
者
の
勤
務
先
で
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
】

届
出
に
必
要
な
も
の
：
認
印
、
年

金
手
帳
、
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
日

を
証
明
す
る
も
の
な
ど

　「ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
公
的
年
金
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。

11 月は
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老齢基礎年金額（年額）
　　　　77万8,５００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 ) のある
　妻が受ける場合（年額）

１０0万２,5００円
＊子(１人 )が受ける場合

７7万8,５００円

付加年金額（年額）
２００円
×

付加保険料納付月数

寡婦年金額（年額）
夫が受けられたであろう
第１号被保険者にかかる
老齢基礎年金の４分の３

死亡一時金額
第１号被保険者として保険料
を納めた期間に応じて

１２万円～３２万円

※平成２５年１０月現在

※平成２５年１０月現在

※平成２５年１０月現在

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
年
金

に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
頃
の
疑
問
点
な
ど

な
ん
で
も
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

　米
沢
年
金
事
務
所

　☎
2 2

－

４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課

　住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　☎
4 2

－

６
６
１
５

65
歳
に
な
っ
た
と
き

●
老
齢
基
礎
年
金

　国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
な
ど
を
含
む
）
が

25
年
以
上
あ
る
人
が
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
た
人
は
満
額
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
繰
上
げ
支
給

や
繰
下
げ
支
給
に
よ
り
、
65
歳
に

な
る
前
や
66
歳
以
降
に
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
と
き

●
障
害
基
礎
年
金

　国
民
年
金
加
入
中
や
20
歳
前
に

初
診
日
（
初
め
て
医
師
の
診
療
を

受
け
た
日
）
が
あ
る
病
気
や
け
が

に
よ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
障
害

等
級
の
１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き

●
遺
族
基
礎
年
金

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
、

子
が
18
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
に

な
る
ま
で
、
あ
る
い
は
障
害
等
級

１
級
・
２
級
の
障
害
の
あ
る
子
の

場
合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
10
年
以
上
婚
姻
関
係
に

あ
っ
た
妻
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
付
加
年
金

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
寡
婦
年
金

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
年

金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

10
年
以
上
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
妻

が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
死
亡
一
時
金

　第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以
上
あ

る
人
が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
亡
く
な
っ
た
人

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
遺
族

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付
制
度
も
あ
り
ま
す

障害基礎年金額（年額）
＊１級　９7万３，１００円
＊２級　７7万8,５００円

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
加
入
で
き
、

老
齢
基
礎
年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
付
加
年
金
、
農
業
者
年
金
と
の
重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
国
民
年
金
基
金 

☎
０
２
３

－

６
２
５

－

３
８
７
０

▲将来受け取る年金のイメージ

13　町報かわにし 平成２５年１１月１５日



まちからのお知らせ
town information

　個人住民税 (市町村民税・県民税 )の特別徴収は、所得税の源泉徴収と同
様に、給与支払者 ( 事業主 ) が給与所得者 ( 従業員 ) に毎月支払う給与から
個人住民税を引き去りし、納税義務者である従業員に代わり、各従業員のお
住まいの市町村に納入していただく制度です。地方税法の規定により、所得
税を源泉徴収する義務のある事業主は、個人住民税も特別徴収していただく
義務があります。また、原則として、アルバイトやパート、役員などすべて
の従業員から特別徴収していただく必要があります。
　町では、平成２６年度 ( 平成２５年分 ) の町・県民税 ( 個人住民税 ) から
原則として要件に該当するすべての事業主を特別徴収義務者として指定しま
す。事業主の方にはご理解・ご協力をお願いします。

特別徴収の方法による納税のしくみ

…事業主の皆さんから、各従業員のお住まいの市町村へ給与支払
　報告書を提出していただきます。(１月３１日まで )
…提出いただいた報告書に基づき、市町村では従業員ごとの個人
　住民税の税額を計算し、特別徴収していただく税額を事業主の
　皆さんにお知らせします。( ５月３１日まで )
…毎月の給与の支払いの際、お知らせした税額を引き去りしてい
　ただき、翌月１０日（※）までに金融機関を通じて、市町村に
　納入していただきます。
※従業員が常時１０人未満の場合、申請により年２回の納期にす
　ることもできます。(納期の特例 )

　ただき、翌月１０日（※）までに金融機関を通じて、市町村に

①  

②

  

③

　「所得税は源泉徴収しているけど個人住民税はしていない」
　ということはありませんか？

Q1
A1

Q2

A2

Q3
A3

～ 特 別 徴 収 Ｑ ＆ Ａ ～ 　 　 　

特別徴収をすることで、どういうメリットがあるのですか？

　　　従業員の皆さんは、納期ごとに金融機関へわざわざ出向い
て納付する手間を省くことができ、納め忘れの心配もありません。
さらに、普通徴収が年４回の納期であるのに対し、特別徴収は年
１２回なので、１回あたりの負担が少なくなります。

　　　地方税法では、所得税を源泉徴収する義務のある事業主は、
事業所の規模にかかわらず、事業主の皆さんの義務として従業員
の個人住民税を特別徴収しなければならないこととされており、
する・しないを選択できるものではありません。ご理解のほどよ
ろしくお願いします。

特別徴収を始める場合、事務が複雑になったり、大変になったりしませんか？

　　　事業主の皆さんに行ってもらう主な事務は、①毎月の給与
から、各市町村が通知した税額を引き去り、②引き去りした税額
を翌月１０日まで各市町村に納入、③従業員の就職・退職があれ
ば市町村へ連絡、というものです。所得税のように税額計算や年
末調整を行う必要はありませんので、難しいものではありません。

今まで特別徴収をしていなかったのに、なぜ、今になって特別徴収を
しないといけないのですか？

!

原則として全ての従業員の
方に納税義務があります。

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
26
年
度
ま
で
に
、
川
西
町
を
含
め
た
県
内
す
べ
て
の

市
町
村
で
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施
し
ま
す
。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２
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まちからのお知らせ
town information

●税金の納期内納付をお願いします
　今月は、固定資産税第４期、国民健康保
険税第５期、介護保険料第５期、後期高齢
者医療保険料第５期の納付月です。納期限
は１２月２日（口座振替の方は１１月２８
日が振替日）になりますので、早めの納付
や口座残高の確認をお願いします。なお、
振替日を過ぎますと、再度の振替はできな
くなりますのでご注意ください。
●税金等の納め忘れはありませんか？
　本町では、町税等の納め忘れを防止する
ために今月から１２月にかけて、重点的に
未納者宅を訪問しています。万一納め忘れ
がありましたら、早急に納付いただくか、
下記までご連絡をお願いします。
　納付催告後、未納のままにしておきますと、
差押等の法的措置により強制的に納めてい
ただく場合がありますのでご注意ください。
問町税務収納課 収納グループ
☎４２－６６３４

１２月４日～１０日は
第６５回人権週間

　１９４８年の国際連合の総会において
「世界人権宣言」が採択されことを記念し
て、法務省により昭和 24 年から毎年この
期間を「人権週間」と定め、各種事業を展
開しております。
　本町でも期間中「人権なんでも相談所」
を次のとおり開設します。夫婦・家族間の
いざこざ、学校でのいじめ、子供・高齢者
への虐待、近所とのトラブル、遺産相続、
騒音・悪臭などの公害、土地の境界問題、
登記、戸籍等、気軽にご相談ください。相
談は無料、秘密厳守です。
■ 日時　１２月４日㈬
　　　　 午後１時３０分～４時
■ 場所　中央公民館 視聴覚室
■ 人権擁護委員の皆さん
＊島貫明さん ( 上小松 )
＊安部眞さん ( 下小松 )
＊河野嵩さん ( 西大塚 )
＊髙根功さん ( 尾長島 )
＊長谷川讓治さん ( 玉庭 )
＊伊藤利子さん ( 下奥田 )
問町住民生活課 住民生活グループ 
☎４２－６６１５

●中小企業雇用維持対策支援制度
　国の雇用調整助成金制度による助成を受けた事業
所を対象に助成しています。助成金の交付は各事業
所につき２回までとし、助成額は国助成額の１０％

（上限額１回あたり５０万円）としています。
●中小企業制度資金利子補給制度
　運転資金や設備資金等を目的に借り入れた事業所
を対象に助成しています。助成額は１年分の支払利
子の２０％（上限額１０万円）としています。
●創業支援利子補給制度
　創業又は新分野進出、新商品開発に関する事業を
行うため資金の融資を受けた事業所へ助成していま
す。助成額は融資額（補助対象融資額５００万円以内）
の年利１. ０％相当額とし、助成期間は３年以内とし
ています。
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

　教育資金・自動車購入・療養費・冠婚葬祭・借財
返済等、生活資金全般にご利用いただけます。
■ 対 象 者　 会社や商店に１年以上お勤めの町内在
　　　　　　 住の方で、労働組合がない、または職
　　　　　　 場に融資制度のない方。
■ 融資限度額　１５０万円以内 ( １万円単位 )
■ 金　　利　年２. ６０％（保証料込・固定金利）
■ 返済期間　７年以内
問東北労働金庫南陽支店 ☎０２３８－４０－３５１１

　県内への就職促進のための教育資金融資制度です。
卒業後、県内に就職または就業した場合は、（公財）
山形県勤労者育成教育基金協会からの利子補給制度
があります。
■ 特別金利取扱期間　平成２６年３月末日まで
■ 融資対象　大学・短大・高校・専門学校の入学
　　　　　　 金や授業料、仕送りなどの教育費用
■ 融資限度額　最高１, ０００万円まで
■ 特別金利（保証料込 ･ 固定金利）
　返済期間 ＊５年以内：年２. ５０％～３. ００％
　　　　　 ＊７年以内：年２. ８５％～３. ３５％
　　　　　 ＊１０年以内：年３. １５％～３. ６５％
■ 返済期間　１０年以内
問東北労働金庫南陽支店 ☎０２３８－４０－３５１１
問 ( 公財 ) 山形県勤労者育成教育基金協会
 ☎０２３－６３５－０１０１

事
業
者
向
け
助
成
制
度

生
活
応
援
ロ
ー
ン

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

事業所の方へ

 勤労者の皆さんの生活支援を目

勤労者の方へ  的に東北労働金庫と提携した生
活応援制度を設けています。　

ぜひご活用下さい！

事業所の皆さんの経営支援を目的
とした助成制度を設けています。
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身体の健康は“歯の健康”から！

まちからのお知らせ
town information

○児童扶養手当

離婚などにより、ひとり親で児童を育てている方などに
対して支給される手当です。
＊児童１人のとき：９, ７１０円～４１, １４０円（月額）
＊児童２人のとき ：１４, ７１０円～４６, １４０円（月額）
＊児童３人目以降は：３, ０００円加算

○特別児童扶養手当

精神や身体に障害のある児童を育てている
方に対して支給される手当です。
＊１級：５０, ０５０円（月額）
＊２級：３３, ３３０円（月額）

○特別障害者手当

２０歳以上の方で、日常生活に常時介護を
必要とする、在宅の最重度の障がい者に支
給される手当です。
＊月額：２６, ０８０円

○障害児福祉手当

２０歳未満の方で、重度障がいの状態であ
る、日常生活で常時介護を必要とする在宅
の障がい児に支給される手当です。
＊月額：１４, １８０円

問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

各
種
手
当
月
額
の
改
定
に
つ
い
て

　関
連
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
25
年
10
月
分
よ
り

手
当
の
月
額
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　１１月は
児童虐待防止月間

地域で支えあおう
～虐待が起きない・

見過ごさない地域づくり～
　虐待は、どこの家にも誰にでも起
こりうる身近な問題です。地域の
方々のちょっとした「目くばり」「気
くばり」で子どもや高齢者、障がい
者を虐待から救えます。
　「おや？」と気になることがあり
ましたら、迷わず下記までご連絡く
ださい。

【平日の連絡先】
　午前８時３０分～午後５時１５分
■ 児童・障がい者虐待
　☎４２－６６３５
　問町健康福祉課 福祉グループ 
■ 高齢者虐待
　☎４６－５５１１
　問地域包括支援センター 

【土・日・祝日・夜間の連絡先】
　川西町役場宿日直受付 
　☎４２－２１１１
　ＦＡＸ．４２－２７２４

　　　　１１月は

オレンジリボンには子ども
虐待を防止するというメッ
セージが込められています。

HAPPY COME COME 8020
達成者コンクール 結果
■ 主　催　一般社団法人　山形県歯科医師会
　８０歳以上で自分の歯を２０本以上もつ方のコン
クールが実施され、以下の方が町内で表彰されまし
た。おめでとうございます。（本人から歯を失わな
い秘訣を一言いただきました。）

【優　秀】
＊金子律子さん ( 西大塚 )
…３食後、おやつを食べてからも歯磨きしています。

【優　良】
＊岡村茂雄さん（上小松）
…かかりつけ医で年数回メンテナンスしています。
＊島貫幸さん（洲島）
…１日 3 回歯磨きしています。何でも食べられます。

平成 25 年度 歯周疾患検診はお済みですか？
　平成２５年度の歯周疾患検診は、１２月３１日で終
了となります。１０年に１度の無料で受診できるチャ
ンスです。歯科医療機関で治療や定期健診をされてい
ない方は、ぜひ町の検診をご利用ください。成人の
８０％以上が歯周病と言われています。この機会に受
診し、ご自身の歯と歯ぐきの状態を確認してみましょう。
　詳細については、7 月に個別通知しておりますので、
案内文をご確認ください。

▲歯周病の進行問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０
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まちからのお知らせ
town information

　　いつまでも家族とともに明るく楽しく
　　～病院から地域に～

　　在宅医療・介護 市民公開講座
■ 日　時　１１月２３日㈯　午後１時～３時
■ 会　場　農村環境改善センター
■ 内　容　【第１部】講師：高畠町かすかわ醫院 
　　　　　 院長 粕川俊彦 医師 「在宅医療のすすめ
　　　　　 ～いつまでも家族とともに～」
　　　　　 【第２部】パネルディスカッション
■ 共　催　南陽市東置賜郡医師会、南陽市、高畠町、
　　　　　 川西町
問南陽市東置賜郡医師会 ☎０２３８－４３－４４１４

　　介護予防教室「すこやか塾」
■ 対象者　６５才以上の方
■ 日　時　１２月６日㈮ 
　　　　　 午前１０時～午後２時３０分
■ 内　容　①「気持ちよく体を動かそう ルンルン♪」
　　　　　 ②「脳のイキイキ度チェック」
　　　　　～自分の脳の元気度がおおよそわかります～
■ 講　師　町健康福祉課 保健師
■ 会　場　浴浴センターまどか　
■ 個人負担金　１，０００円（昼食代）　入浴可
■ 申込締切　１１月２６日㈫
■ 申　込　電話にて下記申込先まで申し込みください。

申込多数の場合、初回参加者を優先させ
ていただきます。申込後、参加決定の通
知を郵送いたします。希望者に送迎あり。

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

定 員
３０名

参加無料
定 員

２０名

　精神障がい者の家族教室
　精神障がい者の方のご家族を対象に、成年後見制
度について分かりやすく解説していただく講習会を
開催すると共に、家族の交流会を行います。
　ぜひご参加ください。
■ 日　時　１２月１１日㈬ 
　　　　　  午前１０時３０分～昼食後
■ 場　所　浴浴センターまどか
■ 対象者　精神障がい者の方のご家族
■ 内　容　①成年後見制度と市民後見活動について
　　　　　　[ 講師 ]NPO 法人 市民後見おきたま 
　　　　　　代表理事  齋藤 久雄 氏
　　　　 　②家族の交流会（昼食会）
■ 持ち物　タオル等
■ 申　込　事前に電話で下記へお申し込みください。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

5

　いつまでも若々しくいられるために
　ヘルスアップセミナー

■ 対象者　メタボ予防に関心のある
　　　　　 ３０～７４歳までの方
■ 場　所　農村環境改善センター
■ 申　込　１１月２２日㈮までに町健康福祉課まで

お申し込みください。ただし、定員３０
名になり次第締め切らせていただきます。

【栄養（材料代３００円）】
○ 日　時 　１１月２８日㈭ 午前９時３０分～１２時３０分
　　　　　　（受付：午前９時２０分～）
○ 内　容　講話と調理実習
　　　　　「うちのごはんはしょっぱい？」
○ 講　師　川西町食生活改善推進員
　　　　　 健康福祉課管理栄養士
○ 持ち物　エプロン、三角巾（バンダナ）、筆記用具
　　　　　 みそ汁１００ｃｃ（塩分を測定しよう）

【運動（無料）】
○ 日　時　１２月９日㈪ 午後１時４０分～３時３０分
　　　　　（受付：午後１時３０分～）
○ 内　容　「無理なく☆メタボビクス」
○ 講　師　佐藤 晃代 氏
○ 持ち物　内ズック、タオル、飲み物
＊動きやすい服装でお越しください。

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

定 員
各３０名

食育講演会
～子どもたちの　

生きる力をはぐくもう～
■ 講　師
料理研究家　坂本廣子 氏
　日本の食育実践の先駆け、
ＮＨＫ教育テレビの「ひとり
でできるもん」の産みの親。

■ 日　時　１２月７日㈯ 
 　　　　　 午後１時１５分～３時１０分
　　　　　（受付時間：午後１時～）
■ 会　場　農村環境改善センター
■ テーマ　「未来につながる食育のすすめ」
■ 申込締切　１１月２９日㈮
＊参加申し込みの際はお電話にてご連絡ください。
＊無料の託児あり（１歳以上）事前にお知らせください。
＊講演会の前に食育推進標語表彰を行います。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

参 加
無 料
3

1 2

4

目
玉
！

脂肪はためず知識をためましょう！
５つの催しにぜひご参加ください！
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寒くなってきましたね・・・

冬支度を
始めましょう

まちからのお知らせ
town information

問町地域整備課 上水道グループ
☎４２－６６５３

水道の  漏　水  にご注意ください
　冬期間は宅内給水管の漏水事故が多い時期であり、またメーター検針
も休止期間になるため漏水が起こっても気づきにくい環境となります。
　水道が漏水すると使用料金も高額になりますので、漏水を発見した場
合は、速やかに町指定水道工事業者へ修理を依頼してください。

◎手軽な凍結防止法として、蛇口から少量の水を流した
ままにする（出し水）方法がありますが、水量の調節は
感覚に頼る部分が多く、思ったよりも使用料金がかかる
こともありますので十分ご注意ください。

漏 水 を 防 ぐ に は
①定期的に水道メーターの文字
　盤にあるパイロット（銀色の
　円盤）及び指針を確認する。
水を使っていない状態でパイロットが回転していれ
　ば漏水しています。
　また、おおよその使用水量を把握するためにも指針
　をご確認ください。

②冬期間使用しない設備（空き家や作業小屋など）は
　使用中止の手続きを行う。
役場地域整備課上水道グループに印鑑を持参のうえ
　来庁し、中止の手続きをしてください。（手数料が
　かかります。）

③冬期間使用しない水栓や、不在になる期間が多い施
　設（公民館など）は水抜きを行う。
水抜きをした後は、必ず水道メーターのパイロット
　を確認してください。水抜き栓の故障により、操作
　すると漏水する場合があります。

　　　 屋内操作型　　　　　　　屋外操作型
④積雪による水道管破損防止対策を行う。
屋外の蛇口や立ち上り管は、積雪や落雪での破損を
　防ぐため、囲いなどの防護をしてください。ただし、
　万が一漏水した場合に発見しにくくなりますので定
　期的に除雪や状態の確認をしてください。

⑤凍結による水道管破損防止対策を行う。
保温材や凍結防止ヒーターを使用すると凍結防止に
　効果があります。

⑥蛇口から出る水の勢いが弱くなった、ボイラーの燃
　料の消費量が多くなった、雪が溶けている場所があ
　るなどの現象があった場合は漏水の可能性があります。
水道メーターのパイロットを確認するなど、漏水し
　ていないかよく確認してください。

冬期間は水道メーター検針を休止します
　毎月、各ご家庭の水道メーターの検針を行っておりま
すが、１１月の検針を最後にメーター検針を休止いたし
ます。冬期間は１０・１１月使用水量の平均水量で算出
した概算料金にて上下水道使用料金を納付いただくこ
とになります。冬期間の概算料金額は１２月中旬にはが
きにて通知いたします。
　なお、メーター検針は４月（積雪の状況によっては５
月）に再開し冬期間の使用料金の精算をさせていただき
ますが、概算料金で納入いただいた額が精算金額を上回
っていた場合には、その分を翌月以降の使用料金に充て
させていただくことになりますのでご了承ください。
　また、雪囲いをされる場合にはメーター検針の支障と
ならないようご配慮をお願いいたします。
問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

12 月からの「資源ごみ」回収
は地区交流センター前で！
　冬期間（１２月から３月）の資源ごみ（ビン・缶・
古紙）回収場所は地区交流センター前となります。
詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご確認下さい。
回収された資源物は、町の貴重な財源となります。
皆様のご協力をお願いいたします。

問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

Reduce （リデュース：発生抑制）
Reuse  （リユース  ：再使用）
Recycle（リサイクル：再生使用）
でゴミを減らそう！
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測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
１０月２３日

地上から
の高さ

場　　　所
小松小
学校

大塚小
学校

犬川小
学校

中郡小
学校

高山小
学校

玉庭小
学校

東沢小
学校

吉島小
学校

川西中
学校

１００㎝ ０．０９ ０．０９ ０．０９ ０．０９ ０．１１ ０．０９ ０．１０ ０．１０ ０．０９

　５０㎝ ０．０９ ０．０９ ０．１０ ０．０９ ０．１１ ０．０９ ０．０９ ０．１１ ０．１１

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

羽前小松駅の改築工事により
西口の利用にご留意ください
　J Ｒ東日本による羽前小松駅の改築工事が始まりまし
た。工期は来年３月までの予定となっておりますが、工
事に伴い、ロータリー部分が狭くなることから、自動車
で送迎する場合は、駅東口ロータリーをご利用ください。
　また、冬期間に入ると積雪により駐車場が狭くな
ります。除雪作業に支障をきたすため、夜間の駐車
はご遠慮ください。工事期間中、ご不便をおかけし
ますがご理解とご協力をよろしくお願いします。
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

まちからのお知らせ
town information

住生活総合調査にご協力ください
　国土交通省では、県、市町村の協力のもとに１２月
１日、全国で「平成２５年住生活総合調査」を行います。
　この調査は、五年毎に行われ、住生活基本法に基づ
く住生活の安定・向上に係る総合的な施策を推進する
上で必要となる基礎資料を得るために居住環境を含め
た住生活全般に関する実態や居住者の意向・満足度等
を総合的に調査するものです。
　統計調査員証を持った調査員が対象世帯を訪問しま
すので調査をお願いする皆様にはお手数をおかけしま
すが、ご協力をお願いします。
■ 調査期間　１１月２１日㈭～１２月１０日㈫
■ 調査対象　１０月に実施した住宅・土地統計調査
　　　　　　 （総務省）に回答いただいた世帯の中か

ら一部抽出します。全国では約１０万
世帯が対象となり、川西町では３２世
帯（四調査区）が対象となります。

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

エコ住宅体感バスツアー
に参加しませんか！
　断熱性を高めたエコ住宅がどのぐらい
暖かいか、寒いこの時期に体感してみませんか。
　山形県地球温暖化防止活動推進センター主催、環境
かわにし町民会議共催により、エコ住宅、エコリフォー
ムの実例を見学するバスツアーを開催します。
　新築やリフォームを検討中の方、エコ住宅に興味の
ある方、ぜひご参加ください。
■ 日　　時　１１月２３日㈯　１２時２０分
　　　　　　 フレンドリープラザ駐車場 出発
　　　　　　 午後４時５０分
　　　　　　 フレンドリープラザ駐車場 到着
　　　　　　 ※米沢市からの参加者と合流します。
■ 見学場所　エコ住宅３カ所（山形市内）
■ 参加締切　１１月２０日㈬
■ 申 込 先　 町住民生活課環境衛生グループまでお
　　　　　　  電話でお申し込みください。
問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

定 員
１０名
無 料

県民手帳・農業日誌・ファミ
リー日誌・新農家暦を販売中！
　２０１４年版「県民手帳」「農業日誌」「ファミリ
ー日誌」「新農家暦」を販売しています。
○ 県民手帳　　　　　　６００円
○ 農業日誌　　　　 １, ４００円
○ ファミリー日誌　 １, ４００円
○ 新農家暦　　　　　　５００円
■ 申込場所　最寄りの統計調査員
または町企画財政課政策調整グルー
プまでお申し込みください。
※県民手帳は、伏見屋書店（上小松）
でも取り扱います。
問町企画財政課 政策調整グループ ☎４２－６６９５

WARM  BIZ

　町では、省エネルギー意識の向上や温室効果ガス
の削減を目指し、次のとおり「冬のエコスタイル・
キャンペーン」を実施しています。来庁舎をはじめ
町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
▼主な取り組み
① 暖房温度を２０℃に設定します。
② カーディガンやベストの着用など、寒さをしの
　 ぎやすい服装で仕事をさせていただきます。
問町総務課 行政管理グループ ☎４２－６６１０

冬のエコスタイル・キャンペーン
　　～平成２６年３月３１日まで～
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初心者でも大丈夫！はじめての情報発信

～ Facebook のマナーや
注意点、活用術を学ぼう～

　まちづくり活動を行う団体や個人が、Facebook
を活用し情報発信を行うための初心者向け研修会を
開催します。
　Facebook のマナーや注意点、活用術を学びます
ので、Facebook を始めたい方、もっと使いこなし
たい方はぜひご参加ください。
■ 日　時　１１月２８日㈭  午後７時～８時３０分
■ 会　場　中央公民館 ４０１号室
■ 内　容　①研修会
　　　　　　[ 講師 ] 株式会社Ｇａｚｉ工房
　　　　　　 代表取締役　原 一宣 氏
　　　　　 ②意見交換
■ 対象者　町内在住の方、関心のある方
■ 申　込　１１月２５日㈪まで、下記に電話にて
　　　　　 申し込みください。
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

パソコン教室を開催します
■ 日　時　１１月２８日㈭、１１月２９日㈮
■ 時　間　午前１０時～１２時、午後１時～３時 
■ 会　場　中央公民館「４０１号室」

◆パソコン初級
パソコンでできること紹介、
文字入力、インターネット

◆パソコン中級「年賀状を作ろう」 
Word や年賀状作成ソフトを使って、
年賀状を作ってみよう。

29
日

28
日

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

定 員
各 10 名

おきたまおいしい米づくり
コンクール参加者募集
■ 参加資格　置賜管内の生産者・生産者団体
■ 参加区分　①「はえぬき」の部
　　　　　　 ②「つや姫」の部
■ 申込方法　玄米サンプル５００ｇをお持ちいた
　　　　　　 だき、町産業振興課農業グループま
　　　　　　 でお申し込みください。
■ 申込締切　１１月２９日㈮
問山形の米日本一推進運動本部 ☎５７－３４１１
問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１

山形で遊ぶ、学ぶ、大人のインターンシップ

体験川西の冬
正月乄

しめ
飾り作りと里山あるき

　川西町の自然・文化・歴史・食を“遊び、学びながら”、
川西町を体験、体感していただく、都市部在住の方
を対象とした 1 泊 2 日のツアーを開催します。
　今回、第 3 弾となる「大人のインターンシップ」は、
正月〆飾り作り、下小松古墳群の里山あるき、そし
て冬の食材を使った料理と地酒を楽しむプログラム
を企画しました。寒いだけじゃない川西町の初冬の
ツアーを、都市部在住の方にご紹介ください。
　詳細、料金等につきましては、里の暮らしホーム
ページをご覧いただくか、チラシを郵送させていた
だきますので、下記までお問い合わせください。
■ 開催日　１２月１４日㈯～１５日㈰　１泊２日
■ 会　場　旧川西町立第二中学校などの川西町内
■ 日　程　【１４日　午後２時～】
　　　　　 正月乄飾り作り、その後交流会
　　　　　 [ 会場 ] 旧川西町立第二中学校
　　　　　 【１５日　午前９時～】
　　　　　 里山あるき、樽平酒造㈱見学
■ 宿　泊　浴浴センターまどか
■ 応募締切　１１月２９日㈮ ※定員となり次第締切
問やまがた里の暮らし推進機構
☎５４－３００６　FAX．５４－３００７
Mail．info@satonokurashi.jp　

ホットなる冬始めのイベント

おきたまＬＯＶＥワゴン主催

「S
ス ウ ィ ー ツ
weets C

ク リ ス マ ス
hristmas」

　今回は、あま～いスイーツのビュッフェをはじめ、
テレビチャンピオンで準優勝した小松パティシエ

（BRANDORE 長井市）が目の前でつくるオリジナ
ルスイーツを味わうことができます。
　出会いを求める独身男女のみなさん、スイーツを
食べながら、あまく素敵な出会いを見つけましょう。
■ 日　時　１２月１４日㈯  午後３時～６時３０分
■ 場　所　南陽市「蔵

く ら ら
楽」

■ 参加費　【男性】３, ０００円【女性】２, ０００円
■ 内　容　スイーツの実演、美味しいスイーツの
　　　　　 ビュッフェ、フラワーアレンジメント
■ 申込み　同性２人１組で、下記のホームページ
　　　　　 よりお申し込みください。
■ 申込締切　１２月９日㈪　午後５時まで
問置賜広域行政事務組合 総務課 企画財政係
☎０２３８－２３－３２４６
URL．http://www.okikou.or.jp/lovewagon/info.html

2 5～4 0歳
男女各30名

募 集

　

♥ ♥
♥
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　季
節
風
が
強
く
な
り
冬
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
11
月
は
文
化
祭
、
収
穫
祭

と
行
事
が
続
き
、
日
暮
れ
も
早
ま
り
雪
が
降
る

前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
気

が
も
め
る
季
節
で
す
。
ま
だ
寒
さ
に
体
も
慣
れ

ず
体
調
管
理
や
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
な
ど
に

注
意
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

　役
場
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
雰
囲
気
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
。「
ト
イ
レ
に
は
キ
レ
イ
な
女
神

様
が
い
る
ん
や
で
♪
」
と
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に

掃
除
す
る
植
村
花
菜
さ
ん
の『
ト
イ
レ
の
神
様
』

が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
古
い
物
を
キ
レ
イ
に
大

切
に
使
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
機
能
的
な
も
の
に
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
車
い
す
利
用
の
方
、

ス
ト
マ
利
用
者
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
交
換
な

ど
誰
も
が
不
自
由
な
く
利
用
で
き
皆
さ
ん
か
ら

は
好
評
で
す
。
今
後
は
神
様
に
願
い
が
通
じ
る

よ
う
キ
レ
イ
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
学
校
な

ど
他
の
施
設
も
順
次
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　鳥
取
県
智ち

づ頭
町
の
行
政
視
察
を
し
ま
し
た
。

智
頭
町
は
岡
山
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
町
の

93
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
す
。
民
有
地
が
多
く

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
大
山
林
地
主
を
中
心
に

県
内
一
の
繁
栄
を
築
い
て
い
た
も
の
の
、
昭

和
50
年
代
以
降
木
材
価
格
の
低
迷
と
と
も
に
、

過
疎
化
が
進
み
、
人
口
７
８
８
０
人
、
世
帯

２
７
７
５
、
高
齢
化
率
35
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
と

過
疎
化
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
全
国
の
町

村
が
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、
悪
戦
苦
闘
し

て
い
る
中
「
智
頭
町
は
最
近
元
気
が
い
い
！
」

と
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

　智
頭
町
は
平
成
の
大
合
併
の
議
論
の
中
で
単

独
町
政
を
選
択
、
混
乱
し
た
中
カ
リ
ス
マ
町
長

寺
谷
誠
一
郎
氏
が
「
み
ど
り
の
風
が
吹
く
疎
開

の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
国
や
大
企

業
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
が
切
り
捨

て
ら
れ
て
き
た
も
の
の
中
に
、
地
方
の
再
生
の

カ
ギ
が
あ
る
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
寺
谷
町
長
は
「
本
物
を
求
め
て
い
る
。

本
物
と
は
何
か
、
自
治
と
は
何
か
考
え
て
い

る
。」
と
言
い
、
ゼ
ロ
（
無
）
か
ら
イ
チ
（
有
）

へ
村
お
こ
し
運
動
、
百
人
委
員
会
と
町
民
参
画

の
場
を
作
り
、
住
民
が
町
の
課
題
は
「
自
ら
の

問
題
だ
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
課
題
解
決
し

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
震
災
前
に
ス

タ
ー
ト
し
た
智
頭
町
疎
開
保
険
は
、
契
約
し
た

方
に
町
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
疎
開
を
引
き
受
け
る

も
の
で
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
級
ホ
テ
ル
の
食
品
偽
装
、
商
品
の
材
料
偽
装

が
次
々
報
道
さ
れ
る
中
で
、
今
こ
そ
「
本
物
」

を
求
め
る
意
義
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉１２月９日㈪、２４日㈫
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉１２月２０日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２５年７月１６日～
　　　　　 ９月１５日生まれの乳児

〈内　　容〉身体計測、診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

３歳児健康診査
〈期　　日〉１２月１８日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２２年５月１６日～６月生まれの幼児
〈内 容〉身体測定、内科、歯科診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月１９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２３年１２月生まれの幼児

【受付時間】９：２０～９：３０
②平成２４年１０月、平成２３年６月、
平成２２年１２月生まれの幼児ほか

【受付時間】９：３０～１０：００
③妊婦及び夫

【受付時間】９：５０～１０：００
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
　りますので１時間程度かかります。

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

１１月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの誕生日が
１１月２日から１２月１日生まれの方です。
〈受　　付〉１１月２２日㈮～１１月２９日㈮
〈持 ち 物〉①印鑑　②お子さんの健康保険証
③平成２５年１月１日に本町に住所がない方は、扶
養者の平成２４年分の所得額と控除額のわかる書類
※証の有効期限は、お子様の誕生月の末日までとなっ
ています。有効期限切れの証を医療機関で提示すると、
自己負担額を請求される場合がありますので、有効期
限が切れる前にすみやかに更新手続きください。
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い
合わせください。
問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

はつらつ健康教室
〈期　　日〉１２月２６日㈭
〈受付時間〉９：３０～９：４５
〈場　　所〉中央公民館
〈対 象 者〉農村環境改善センターで健康診査を受
　　　　　  けた７５歳以下の方、その他希望者

〈内 容〉健康診査の説明、健康体操
〈講 師〉健康運動指導士 等
※動きやすい服装でお越しください。

適正受診を心がけましょう
　★今月のポイント★
　重複受診はやめましょう

　同様の症状または複数の医療
機関を受診するのはやめましょ
う。医療費を増やしてしまうだ
けでなく、重複する検査や投薬
により体に悪影響を与えてしま
う心配があります。
　今受けている治療に不安があるときは、そのことを医
師に伝え話し合ってみましょう。

信頼できるかかりつけ医に相談を！
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健康情報ひろば

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

認知症早期発見のめやすの紹介～チェックしてみましょう～

★ 高齢化に伴い「認知症」が急速に
増えています。しかし、早期発見・
早期対応で進行を遅らせることがで
きることがわかっており、早期発見
が重要といわれています。

　　３つ以上チェックがあった
　　　　　方は要注意！

★ 思い当たることがあれば、かかり
つけ医や地域包括支援センターに相
談しましょう。

認知症の方を介護する家族のための「介護者のつどい」 
■ 日　時　１１月２０日㈬　午後１時３０分～３時
■ 場　所　生きがい交流館
■ 参加費　無料

□　同じことを言ったり、聞いたりする
□　物の名前が出てこなくなった
□　置き忘れやしまい忘れが目立ってきた
□　以前はあった関心や興味が失われた
□　だらしくなった
□　日課をしなくなった
□　時間や場所の感覚が不確かになった
□　慣れたところで道に迷った
□　財布などを盗まれたと言う
□　ささいなことで怒りっぽくなった。
□　蛇口・ガス栓の締め忘れ、火の用心が
　　 できなくなった
□　複雑なテレビドラマが理解できない
□　夜中に急に起きだし騒いだ

認知症サポーター（認知症を正しく理解し、認知症の
人や家族を温かく見守る応援者のことです）養成講座
の出前講座をします。地域や会社の集まりに出向きま
すので関心のある方はお問い合わせください。
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山
形
県
最
低
賃
金
改
正

に
つ
い
て

※
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。（
効
力
発
生
日
：
平
成
25

年
10
月
24
日
）

問
山
形
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４

労
働
保
険
加
入
の
お
知
ら
せ

　労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？

　労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
保
険
で

あ
り
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
や
通
勤
途
上
で
被
災
し
た
場
合

の
保
険
給
付
や
、
失
業
し
た
場
合

に
支
給
す
る
保
険
給
付
を
行
う
も

の
で
、
職
場
の
安
全
、
雇
用
の
安

定
を
図
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、

今
す
ぐ
、
労
働
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
山
形
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
３
８

－

６
２
４

－

８
２
２
５

伐
採
木
を
無
償
提
供

　

し
て
い
ま
す

▼
期
間
：
平
成
26
年
３
月
28
日
ま

で
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

▼
受
付
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
申
込
・
問
国
土
交
通
省
山
形
河

川
国
道
事
務
所
（
南
陽
市
三
間
通

14 

南
陽
出
張
所
）

☎
０
２
３
８

－

43

－
２
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
．
０
２
３
８

－
43

－

２
４
１
１

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り

に
つ
い
て

　年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
お
早
め

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　年
内
の
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
12
月
17
日
㈫
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
降
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
翌
年
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

し
尿
汲
取
り
申
込
所

☎
０
２
３
８

－

40

－

２
６
１
２

【 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

セ
ン
タ
ー
か
が
や
き 

】

開
所
の
お
知
ら
せ

　川
西
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　昔
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
を

大
切
に
し
、
そ
の
人
ら
し
い
素
敵

な
毎
日
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
ご
利
用
可
能
な
方
：

①
川
西
町
在
住
の
方

②
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
方

　３
項
目
を
満
た
さ
れ
て
い
る
方

▼
提
供
時
間
：
午
前
９
時
20
分
～

午
後
４
時
30
分

▼
定
員
：
１
日
12
名

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
：

○
作
業
療
法
士
に
よ
る
身
体
機
能

維
持
、
認
知
症
進
行
防
止

○
生
活
歴
を
活
か
し
た
活
動

○
入
浴
、
食
事

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○
生
活
相
談
、
助
言

○
ご
自
宅
ま
で
の
送
迎

設
立
者
：
医
療
法
人
社
団
緑
愛
会

併
設
施
設
：
介
護
老
人
保
健
施
設

か
が
や
き
の
丘

協
力
医
療
機
関
：
川
西
湖
山
病
院

住
所
：
川
西
町
下
奥
田
３
７
９
６

問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き

　☎
42

－

５
０
０
０

求
職
者
の
た
め
の
公
共
職

業
訓
練
・
受
講
生
募
集

▼
訓
練
期
間
：

①
平
成
26
年
２
月
４
日
㈫
～

　
　

７
月
29
日
㈫

②
平
成
26
年
２
月
４
日
㈫
～

　
　

８
月
29
日
㈮

▼
場
所
：
山
形
職
業
訓
練
支
援

セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
漆
山

１
９
５
４
）

▼
内
容
：
募
集
科
名

①
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科

　（木
造
住
宅
の
基
本
習
得
・
Ｃ

Ａ
Ｄ
の
職
業
訓
練
）

②
電
気
設
備
科
：
導
入
訓
練
付（
電

気
設
備
工
事
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
等
の
職
業
訓
練
）

▼
対
象
・
定
員
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
方

　①
15
名

　②
18
名

▼
費
用
：
受
講
料
は
無
料
（
た
だ

し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己

負
担
）

▼
募
集
期
間
：
11
月
29
日
㈮
～

　

12
月
26
日
㈭

▼
申
込
方
法
：
必
ず
職
業
相
談
を

受
け
た
上
で
の
お
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
０
１
６

採
用
試
験
等

【
山
形
県
最
低
賃
金
】

 

１
時
間
６
６
５
円

広 

告
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第
22
回
山
形
県
健
康
福
祉

祭
「
美
術
展
」
作
品
募
集

▼
募
集
作
品
：
高
齢
者
の
創
作
し

た
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
書
、
写
真
の
６
部
門

▼
応
募
資
格
：
県
内
在
住
で
、
昭

和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
募
集
期
限
：
平
成
25
年
12
月

　

９
日
㈪

▼
申
込
方
法
：
作
品
応
募
票
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
し
て
下

さ
い
。

▼
出
品
料
：
２
０
０
０
円

　出
品
規
程
や
募
集
要
項
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

５
８
０
５

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
町
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
入
居
場
所
：
川
西
町
大
字
中
小

松
３
０
１
７

－
１

　＝
１
戸

▼
住
居
内
容
：
八
畳
、
六
畳
、
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
：
月
額
１
万
３
９
０
０
円

～
３
万
６
９
０
０
円

※
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
収
入
認
定

額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

市
民
公
開
講
座

【
置
賜
の
明
日
の
医
療
を
考
え
る

～
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
提

供
体
制
の
将
来
像
～
】

　近
年
の
厳
し
い
医
療
情
勢
の

中
、“
在
宅
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

病
院
―
か
か
り
つ
け
医
―
訪
問
看

護
―
介
護
と
い
っ
た
地
域
の
医
療

資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
「
医
療

提
供
体
制
」
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
あ
て
た
講
座
で
す
。

▼
講
師
：
山
形
大
学
大
学
院 

医

学
系
研
究
科 

医
療
政
策
学
講

座 

教
授 

村
上
正
泰
氏

▼
パ
ネ
リ
ス
ト
：
済
生
会
山
形
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

所
長

岡
田
陽
子
氏
、
お
ぐ
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

看
護
師
長 

伊
藤
和
子
氏

▼
日
時
：
11
月
30
日
㈯

　午
後
１
時
30
分
～

▼
会
場
：
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　（長
井
市
舘
町
北
６

－

27
）

▼
入
場
料
：
無
料

問
公
立
置
賜
総
合
病
院 

医
療
連

携
・
相
談
室
（
伊
藤
）

☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０

▼
敷
金
：
家
賃
三
ヶ
月
分

▼
応
募
期
間
：
11
月
25
日
㈪
～

　

11
月
29
日
㈮

　午
前
９
～
午
後
５
時

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査

（
審
査
期
間
約
２
週
間
）
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
：
担
当
課
に
備
付
け

の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
出

く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理

　

グ
ル
ー
プ

　☎
42

－

６
６
４
７

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者

の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
ご
遺
族

等
に
関
す
る
年
金
・
給
付
金
・
生

活
上
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
当
町
を
担
当
す
る
相
談
員
は

次
の
方
々
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
戦
傷
病
者
相
談
員
：

　菅
野
正
章
さ
ん（
高
畠
町
在
住
）

☎
０
２
３
８

－

52

－

３
７
１
９

▼
戦
没
者
遺
族
相
談
員
：

　吉
田
東
市
さ
ん（
高
畠
町
在
住
）

☎
０
２
３
８

－

52

－

１
７
９
６

▼
任
期
：
平
成
25
年
10
月
１
日
～

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で

問
町
健
康
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
３
５

広 

告

募

　
集

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
期
間
：
12
月
19
日
㈭

　午
後
１
時
30
分

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

５
０
３
会
議
室
（
米
沢
市
金
池

７
丁
目
１

－

50
）

▼
定
員
：
先
着
４
名
ま
で

▼
相
談
時
間
：
１
人
40
分
程
度

※
事
前
の
申
込
必
要

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産 

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

犯
罪
被
害
者
に
理
解
を
！

～
11
月
は
被
害
者
支
援

月
間
で
す
～

　不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
で

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

心
な
い
噂
や
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
体

調
不
良
な
ど
に
よ
り
長
く
苦
し
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　被
害
者
に
理
解
を
示
し
、
社
会

全
体
で
被
害
者
を
支
え
、
犯
罪
を

許
さ
な
い
街
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

▼
相
談
窓
口
：

問
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

０
１
１
０
㈹

問
米
沢
警
察
署

☎
０
２
３

－

26

－

０
１
１
０

（
内
線
２
１
１
）

相

　
談
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開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月より火曜日～
　土曜日の閉館時間が
　変わります。

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫
こどもの本

おとなの本
『子どもと親のためのワクチン読本』

●１２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

『もっかい！』　　　　　　  エミリー・グラヴィット作

１２月８日 ㈰　14：00 ～

　母里啓子著　双葉社刊
この頃は、「ケガをしたら傷口を舐めておき
なさい」などと言えませんし、大人と同じ箸
で食べたら「虫歯になる！」「ピロリ菌がう
つる」などと言われてしまいます。またワク
チンもどんどん開発され、たくさんの情報も
あふれています。育児に懸命なお父さんお母
さんはますます不安に。ワクチンが多いのは
なぜ？何の病気を防ぐため？打たなくともい
いの？予防接種の疑問にお答えします。

福本友美子訳　フレーベル館刊
小さなドラゴンは、ねむる前に絵本を読んでも
らうことが大好き。読み終わっても「もっかい！」
とせがみ、読んでくれないと真っ赤になって大
あばれ。口からはいた火がほんとうに絵本をつ
いてしまい　あなが…。（仕掛け絵本の一つです）

●遅筆堂文庫読書会

●クリスマスおはなし会
１２月１４日 ㈯　１０：30 ～１１：３０
おはなし会きらきらさんの紙芝居とすずきたかおさ
んの手品でお楽しみください。

≪

お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー≫

　
☆
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
☆

●ぱたぱたオーナメントをつくろう
１２月８日 ㈰　14：00 ～ 15：00　 参加費無料
幼児・小学生対象。申込みは町立図書館まで。

■
古
本
市
（
図
書
館
開
館
時
間
帯

　
※
ご
提
供
い
た
だ
け
る
本
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

　
読
み
終
え
た
本
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
に
無
料
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
市
で
す
。

１２ 
７㊏
８㊐

■川西町フレンドリープラザ附属
　シニア演劇教室二期生公演
　『ラ・グリンシャ　クロニクル』

１ １
２４㊐

【時　間】１４：００開演
【会　場】川西町フレンドリープラザ・劇場
【料　金】５００円
＊芝居経験ゼロのメンバー 10 人で、稽古に、舞台作りに
  励んでいます。

■置賜おやこクリスマスフェスタ
　人形劇団プーク公演
　『くるみ割り人形』『てぶくろを買いに』

１４日のプラザはひと足
早いＸ ' ｍａｓ。ロビーや
図書館でおはなし会やバ
ザー、ミニコンサートなど
さまざまな催しを行います。
そして劇場では人形劇団
プークによる「くるみ割り
人形」＆「てぶくろを買い
に」が上演されます。

＊置賜おやこクリスマスフェ
  スタは入場無料、人形劇公演のみ有料となります。
≪人形劇の上演≫

【時　間】１４：３０開演
【場　所】川西町フレンドリープラザ・ホール
【料　金】親子券１０００円（大人１＋子ども１）
　　　　 大人８００円　子ども５００円（未就学児は無料）

１２
１４㊏

１２
１４㊏

●井上ひさし展示室
「イーハトーボの劇列車」資料展開催中

■こまつ座第１０１回公演
　『イーハトーボの劇列車』

【日　時】１１月３０日㊏１８：３０開演
　　　　  １２月１日㊐１３：３０開演

【会　場】川西町フレンドリープラザ・劇場
【料　金】・S 席 ６３００円（会員６０００円）
　　　   ・A 席 ５３００円（会員５０００円）
 　　　  ・青少年育成席舘 １０００円（２５歳未満）

１ １
３０㊏

この言葉は『イーハ
トーボの劇列車』劇中
の賢治の台詞です。
井上ひさしさんの同じ
東北人・宮沢賢治に、
そして東北人に寄せる
思いがこもった珠玉の
言葉がいっぱいのこの
お芝居、１４年ぶりの
再演は川西町フレンド
リープラザ公演が大千
秋楽となります。お見
逃し無く !!

１２
 １㊐

図書館カウンターの後ろにある井上ひさし
直筆の色紙「涙を蒔いて 喜びを苅る」、

※次回こまつ座公演、１月１３日㊊「化粧」決定！

■ギャラリー「飯舘村の暮らし写真展」12月１日まで
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…１０月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、届出の
際に窓口（町住民生活課）でお伝えください。

　　　　　１１人

　　　　  　３０人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

１ １月１ １日～１７日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

１ １月１８日～２４日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

１ １月２５日～１２月 １ 日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月２日～８日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

１２月９日～１５日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

１１月の町税等
●固定資産税・都市計画税（４期分）
●上下水道使用料（１０月使用分）
●国民健康保険税（５期分）
●介護保険料（５期分）
●後期高齢者医療保険料（５期分）
口座振替日　１１月２８日㊍
納付期限　　１２月　２日㊊

川西町の人口

１１月・１２月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談

（こころの健康相談）
１２月９日㈪・２４日㈫
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 １２月４日㈬
午後１時３０分～４時

川西町中央公民館
視聴覚室

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

１２月１１日㈬
午後２時～４時

町役場相談室
（町役場１F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 １２月１８日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

１２月

16,814 人（－ 40）
男　　　8,221 人（－ 19）
女　　　8,593 人（－ 21）
世帯数　5,229世帯 (－ 14)

※１０月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字
髙橋　昭一 86 昭一 時　田
須貝　ちよ 89 ちよ 中小松
山口キヨ子 90 キヨ子 時　田
石田　信一 66 信一 小　松
髙橋　庸子 101 義郎 西大塚
大津　一雄 85 一雄 西大塚
田中よしゑ 88 よしゑ 時　田
滝田　芝次 87 芝次 上小松
吉田　 代 82 邦夫 上小松
菅　　　弘 73 弘 朴　沢
島貫　嘉弘 65 嘉弘 高　山
佐藤　義郎 61 義郎 中小松
情野　　顯 71 顯 吉　田
島貫　キヨ 94 キヨ 時　田
髙梨　ちゑ 91 ちゑ 時　田
嶋貫榮四郎 71 榮四郎 下小松
小形　光子 84 與志衞 尾長島
金子　勝治 56 勝治 時　田
関　　光雄 82 勝則 上小松
竹田　榮二 80 榮二 上小松

井　征仁 45 征仁 西大塚
小林　富子 92 伸也 上小松
塩川 よ子 94 よ子 高　山
鈴木　つぎ 89 邦男 玉　庭
後藤　ちゑ 88 稔 大　塚
加藤　シゲ 85 シゲ 時　田
髙橋　忠一 89 忠一 尾長島
黒澤なつゑ 87 なつゑ 上小松
齋藤　光子 85 光子 時　田
青木マサ子 88 豊 下平柳

　　　　４組
新郎　　　　　　　新婦 大字

今野　貴之 ♥ 山口まどか 小　松
玉田　義信 ♥ 尾形絵里子 玉　庭
瀧　　和人 ♥ 加賀　志穂 上小松
小澤　迪喜 ♥ 林田　昌子 西大塚

出生子 性別 保護者 大字

古山　　凪
なぎ

男 司 ・ 愛 小　松
管成　玲

れ い
衣 男 孝司・ 陽子 洲　島

小野　穂
ほ の か
花 女 真毅・愛香里 上小松

中澤　幸
ゆ き や

哉 男 喬 ・ 美恵 洲　島
齋藤　煌

こ う た
太 男 義昭・ 祐子 時　田

遠藤　悠
ゆ づ き

月 女 文昭・ 百恵 東大塚
天笠　育

い く み
美 女 善照・ 真希 中小松

遠藤　翔
しょうや

哉 男 茂信・ 寿香 上小松
飯澤菜

な ほ か
帆花 女 健太郎・知美 西大塚

金子　陽
ひ さ と

智 男 知樹・ 朋子 洲　島
堀米　一

いってん
天 男 輝樹・ 育子 玉　庭
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文
化
の
秋 

50
周
年 

盛
大
に

　11
月
２
日
、
３
日
に
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
、
今
年
で

設
立
50
周
年
を
迎
え
る
川
西
町

芸
術
文
化
協
会
が
主
体
的
に
運

営
す
る「
川
西
町
芸
術
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　２
日
間
に
渡
り
各
種
展
示
・

呈
茶
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
初
日

は
山
形
県
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
松
倉
と
し
子
氏
や
川
西
町

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
コ
ス
モ

ス
会
の
出
演
に
よ
る
記
念
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
は

歌
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
公
演
や

「
か
わ
に
し
産
直
市
」
も
併
せ

て
開
催
さ
れ
、
文
化
の
秋
と
味

覚
の
秋
を
両
方
楽
し
む
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　10
月
19
日
、
本
町
の
農
業
・
商

業
・
工
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
か
わ
に

し
産
業
フ
ェ
ア
」
と
、
Ｊ
Ｒ
羽
前

小
松
駅
前
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
た
「
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
」
が
同

日
開
催
さ
れ
、
町
中
央
公
民
館
か

ら
駅
前
通
り
一
体
が
お
祭
り
広
場

と
な
っ
て
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
会
場
に
は
数
多
く
の

ブ
ー
ス
が
並
び
、
ど
れ
を
食
べ
よ

う
か
ど
れ
を
見
よ
う
か
迷
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
が

次
々
と
催
さ
れ
、
川
西
町
の
魅
力

や
面
白
さ
を
思
う
存
分
堪
能
で
き

る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

農
商
工
の
魅
力
が

ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
夢
の
１
日




